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表している， qdはH2(X.Z）の群環の光であり， H2(X,Z）の基まに対応する変数Q1,・・・'Qr 
を用いると qd=qr！・・・ q~r と書かれる．量子効果は（先験的には）q の形式的べき級数であ
たえられ，この収束が本稿のテーマである
より一般に η点関数（αi,・ ・ , O:n)dがα1,.. ,an E H*(X）に対して定義され，それを
用いて大量子コホモロジ一環（QHt',ig(X），りが定義される．





Theorem 2.1 ([5]) Xを滑らかな射影的代数多様体とする.L→Xを第－Chern瓶が
nefである室嬢束とする♀Ht,ぷX）のすべての講造窓数が坂東すると仮定する．このと

















































































これにより，市O,n(X,d）上のベクトル束Ln,dなLn,d= fgt，什hev;i+1 ( L）と定義する．こ
のベクトル束Ln,dは安定写橡（C司引い・・，Xnぅf)でのファイバーが1!0(C,f*(L））に等しく，
c1(L）がnefであるという仮定からランクは（c1(L),d)+ 1に等しい， s: x→ Lを切断と
し， y= s 1(0) c Xをsの定める超曲面とする・ Ln,dはsからさだまる自然な切断8を
もち， Yへの安定写像のモジュライは5のゼ口点集合としてあらわされる：
Mo,n(Y, d) = S-1(0) C Mo,n(X, d）ぅ s:Mo,n(Xぅd）→ Lnル
そこで， Lでねじられた η点関数を次で、定義する．






Theorem 4.1 ([7]) LをX上のおば主縫鰻束， YζXをLの切艇の定める諮らかな選
曲聞とする.i: y L→Xを閉め込み写像とする． α1ぃ・？αnε H*(X）に対して，非同変
語i壌において，























行＝ H*(X)[[n 1，同！？ n(f(n), g(n））口抗朗自＝o(f( h），似た））dh.
冗誌isotoropicな部分空語行和行ゃによる重和分解そ持つ．
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Corollary 5.2 （量子Lefschetz定理出） 1形式のグラフGraph(dFf),Graph(dF6X,LJ) 
は行のなかのラグランジアン錐栓なし，次が成立する．
Graph(dF~X,L)) ＝ム G時h(dF~ ） c行
上の系は無龍次元空間行＋の上の母関数の言葉で量子Lefschetz定理を述べるもので
あるが， D加群の言葉を使ってより具体的に述べることもできる．最子コホモロジ－
QH*(X） は次の平坦擁続可7~，マ？の作用によって D 加群の構造を持つことが知られて
いる．
\7~ = n1Jα！.＿＋Pa*, 1ぢα三？＼
一 δqα
'V" = n－% 十巴＊司 0 < i < s.δt; e 可 一一




Corollary 5.3 （量子Lefschetz定理，書い換え） 2つのP加群QH$1(XぅL),QH*(X) 
はあるゲージ変換9でつながっている．









9 = 91 ° 92、91 ゾEuler81(L）ム 92lq=O=id・ 
このとき， QH*(X）の接続マhは2段階で変換される．





Jx ＝乞Jd（リ ）qd」」 J11YP=I: IT (c1(L) + kli ＋λ）Jd(t. n)qd 
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